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『
打
聞
集
』
と
九
州
大
学
萩
野
文
庫
蔵
『
今
昔
物
語
抄
』

一
仮
名
書
き
説
話
集
を
媒
介
と
す
る
一

木

部

暢

子

　
森
正
人
氏
は
「
打
聞
集
本
文
の
成
立
」
の
中
で
、
打
聞
集
に
は
「
親
本
が
存

在
」
し
、
「
親
本
の
仮
名
表
記
を
漢
字
に
う
つ
す
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う

前
提
が
不
可
欠
で
あ
」
る
こ
と
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
私
は
森
氏
と
は
別
の
立

場
か
ら
、
つ
ま
り
九
州
大
学
付
属
図
書
館
萩
野
文
庫
蔵
『
今
昔
物
語
抄
』
と
打

闘
集
本
文
と
を
比
較
す
る
う
ち
に
、
森
氏
と
同
じ
仮
名
書
き
親
本
説
に
た
ど
り

つ
い
た
。
た
だ
し
、
一
部
、
森
氏
の
説
と
一
致
し
な
い
所
も
あ
り
、
稿
を
草
す

る
こ
と
に
し
た
。二

　
九
州
大
学
付
属
図
書
館
萩
野
文
庫
蔵
『
今
昔
物
語
抄
』
一
冊
（
以
下
萩
野
本

と
略
す
）
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
迫
野
度
算
氏
の
御
報
告
が
あ
る
。
そ
れ
に
依

る
と
萩
野
本
は
、

　
ラ

　
i
①
～
⑫
今
昔
一
五
巻
抄

　
　

　
並
⑬
～
⑳
今
昔
二
〇
巻
抄
（
た
だ
し
⑳
は
巻
一
九
）

　
　

　
…
凱
⑳
～
⑳
今
昔
と
必
ず
し
も
直
接
対
応
し
な
い
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

の
三
部
か
ら
な
っ
て
い
て
、
「
こ
の
う
ち
特
に
問
題
に
な
る
の
は
搬
で
あ
」
る

が
、
⑳
と
⑳
は
「
今
昔
よ
り
む
し
ろ
打
聞
集
に
近
」
い
本
文
を
持
ち
、
⑳
と
⑳

の
一
一
話
は
「
今
昔
に
見
出
せ
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
ど
の
説
話
集
に
も
見

当
ら
な
い
も
の
で
あ
」
る
と
い
う
。

　
⑳
話
と
⑳
話
と
は
、
な
ぜ
今
昔
か
ら
の
抄
出
で
は
な
し
に
打
聞
集
と
近
い
本

文
を
持
つ
の
か
、
な
ど
全
体
の
編
集
方
針
に
関
わ
る
問
題
は
今
は
お
く
と
し

て
、
萩
野
本
⑳
話
・
⑱
話
と
打
聞
集
の
本
文
を
比
較
す
る
と
、
両
者
の
間
に
次

の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。

　
ω
　
打
聞
集
九
話
・
七
話
と
萩
野
本
⑳
話
・
⑱
話
と
は
、
そ
の
類
似
の
度
合

　
　
い
か
ら
し
て
同
一
の
先
行
説
話
集
に
依
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
ω
　
先
行
説
話
集
は
仮
名
書
き
本
文
を
持
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　
紛
　
打
聞
集
と
萩
野
本
と
は
そ
れ
ぞ
れ
別
に
、
先
行
説
話
集
の
仮
名
書
き
本

　
　
文
を
漢
字
仮
名
交
り
本
文
に
改
め
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
ω
　
打
聞
集
や
萩
野
本
に
存
す
る
宛
字
や
誤
字
は
、
そ
の
際
生
じ
だ
の
だ
ろ

　
　
う
。
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㈲
　
打
聞
集
に
欲
し
く
存
在
す
る
訂
正
も
そ
の
際
生
じ
た
の
だ
ろ
う
。
訂
正

　
　
前
と
訂
正
後
と
で
は
、
訂
正
後
の
形
の
方
が
先
行
説
話
集
の
本
文
を
正
し

　
　
く
伝
え
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
森
氏
の
主
旨
と
大
き
く
異
な
る
の
は
㈲
の
部
分
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
次
で

具
体
的
に
述
べ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

三

萩
野
本
と
打
聞
集
と
の
本
文
の
異
同
を
調
べ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
大
き
く
三

つ
の
タ
イ
プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

e
漢
字
に
関
す
る
異
同

　
③
萩
野
本
と
打
聞
集
と
で
異
な
る
漢
字
が
使
っ
て
あ
る
場
合

　
　
　
喜
，
成
．
一
悦
，
ナ
シ
テ

　
　
　
恐
シ
ケ
ナ
ル
ー
王
怖
ケ
ナ
ル

　
　
　
　
（
上
段
が
萩
野
本
、
下
段
が
打
聞
集
）

　
⑤
萩
野
本
は
漢
字
表
記
、
打
聞
集
は
仮
名
表
記
の
場
合

　
　
　
火
燃
。
，
ル
者
ー
ー
火
ト
モ
シ
タ
ル
物

　
　
　
奉
．
ル
ー
タ
テ
マ
ツ
レ
ル

　
◎
萩
野
本
は
仮
名
表
記
、
打
聞
集
は
漢
字
表
記
の
場
合

　
　
　
ネ
フ
リ
ク
タ
ス
程
．
函
程
．

　
　
　
　
ハ
キ
ス
ツ
ー
ハ
キ
捨

口
送
り
仮
名
、
捨
て
仮
名
、
活
用
語
尾
、
接
尾
語
等
に
関
す
る
異
同

　
⑥
萩
野
本
に
は
付
さ
れ
て
い
て
打
聞
集
に
は
付
さ
れ
て
い
な
い
場
合

　
　
　
天
竺
一
一
渡
，
1
天
竺
，
渡

　
　
　
経
，
貴
．
テ
ー
経
，
貴
テ

　
　
◎
萩
野
本
に
は
付
さ
れ
て
お
ら
ず
打
聞
集
に
は
付
さ
れ
て
い
る
場
合

　
　
　
汝
ヵ
身
ス
ヒ
ネ
フ
リ
テ
i
汝
蛇
身
，
ス
ヒ
ネ
フ
リ
テ

　
　
　
又
見
ハ
i
又
見
．
ハ

　
日
そ
の
他
の
異
同

　
　
⑦
ど
ち
ら
か
が
欠
字
、
欠
文
に
な
っ
て
い
る
場
合

　
　
　
尋
ル
ロ
足
二
任
セ
，
「
タ
ト
ル
／
＼
足
ニ
マ
カ
セ
テ

　
　
　
　
不
思
．
マ
テ
ー
ヲ
ホ
エ
ヌ
ロ
テ

　
　
⑧
本
文
の
異
同

　
　
　
　
四
百
人
許
り
一
四
五
百
人

　
　
　
大
臣
，
召
。
手
迷
．
．
テ
ー
大
臣
，
手
マ
、
．
．
。
召

　
　
　
　
今
年
八
十
也
「
今
年
八
年

　
e
と
口
と
は
、
漢
字
表
記
に
関
係
す
る
異
同
で
あ
る
。
こ
れ
は
相
当
数
に
の

ぼ
り
、
大
ま
か
に
は
次
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
。

　
・
萩
野
本
の
方
が
漢
字
表
記
が
多
く
、
打
聞
集
は
仮
名
大
字
表
記
が
多
い
。

　
・
捨
て
仮
名
は
打
聞
集
の
方
が
多
い
。

　
・
送
り
仮
名
は
一
般
に
萩
野
本
の
方
が
多
い
。

　
こ
の
よ
う
に
内
容
的
に
は
ほ
ぼ
一
致
し
、
し
か
も
漢
字
表
記
に
関
す
る
異
同

を
多
量
に
持
つ
二
本
の
存
在
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
背
景
を
考
え
れ
ば
よ
い
だ

ろ
う
か
。
可
能
性
と
し
て
は
、
ω
あ
る
音
声
言
語
を
、
異
な
る
二
人
が
同
時
に

筆
録
し
た
場
合
、
ω
あ
る
本
文
を
、
一
人
が
読
み
あ
げ
他
の
一
人
が
そ
れ
を
聞

き
な
が
ら
筆
録
し
た
場
合
、
紛
あ
る
仮
名
書
き
本
文
を
、
異
な
る
二
人
が
別
々

に
、
漢
字
仮
名
交
り
に
直
し
つ
つ
書
写
し
た
場
合
、
ω
あ
る
本
文
の
漢
字
表
記

を
こ
と
さ
ら
変
え
な
が
ら
書
写
し
た
場
合
、
等
々
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ω
・
ω
は
音
声
言
語
を
媒
介
と
し
た
場
合
で
、
㈲
・
ω
は
文
字
を
媒
介
と
し
た

場
合
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
ω
の
よ
う
な
こ
と
は
ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
な
い
か
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ら
、
ω
・
ω
。
㈹
の
三
つ
に
問
題
を
し
ぼ
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
異
同
例
日
の
⑧
を
見
る
と
、
萩
野
本
と
打
聞
集
と
は
そ
れ
程
単
純

な
関
係
に
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
影
野
氏
前
掲
論
文
に
詳
し
い

の
で
、
そ
れ
を
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
こ
の
⑳
話
に
つ
い
て
、
萩
野
本
・
打
聞
・
今
昔
を
対
比
し
て
み
る
と
、
萩
野

　
本
の
あ
る
部
分
は
、
む
し
ろ
A
ユ
日
に
近
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
い
く
つ
か

　
あ
る
。

　
　
　
用
例
（
略
）

　
　
こ
れ
か
ら
す
る
と
、
萩
野
本
⑳
話
は
、
現
存
本
打
聞
集
と
も
ま
た
直
接
関

　
係
す
る
も
の
で
は
な
さ
そ
う
に
思
え
る
。

　
　
　
（
中
略
）

　
　
す
な
わ
ち
、
萩
野
本
の
本
文
は
、
打
聞
集
の
ま
ま
で
は
な
く
、
ま
し
て
今

　
昔
の
本
文
の
ま
ま
で
も
な
い
。
そ
の
双
方
の
本
文
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
る
の

　
で
あ
る
。

　
　
萩
野
本
が
基
本
的
に
は
打
聞
集
の
本
文
に
よ
り
な
が
ら
、
折
に
ふ
れ
て
今

　
昔
物
語
の
本
文
も
参
看
し
た
と
い
う
の
は
実
際
上
考
え
が
た
い
こ
と
で
あ
ろ

　
う
か
ら
、
萩
野
本
の
よ
っ
た
本
は
、
打
聞
と
も
今
昔
と
き
異
る
別
の
説
話
集

　
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
（
傍
点
木
部
）
。

　
萩
野
本
と
打
聞
集
と
が
も
し
ω
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
裾
野

氏
の
指
摘
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
は
ず
は
な
い
か
ら
、
ω
の
可
能
性
は
ま
ず

な
い
だ
ろ
う
。
で
は
ω
の
可
能
性
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
迫
野
氏
の
言
わ
れ
る

「
別
の
説
話
集
」
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
文
字
の
形
で
継
承
す
る
の
で

は
な
し
に
音
声
を
媒
介
と
し
て
継
承
す
る
こ
と
だ
っ
て
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
次
の
よ
う
な
異
同
例
の
生
じ
た
背
景
を
考
え
る
と
、
や
は
り
両
方

を
つ
な
ぐ
も
の
は
音
声
で
は
な
く
て
文
字
で
あ
っ
た
方
が
よ
さ
そ
う
だ
。

．
そ
の
ひ
と
つ
は
、
打
聞
集
「
ホ
ウ
サ
ウ
ノ
大
ソ
ウ
」
が
萩
野
本
で
は
「
法
蔵

大
乗
」
と
な
っ
て
い
る
例
。
こ
れ
は
両
者
と
も
宛
字
で
、
正
し
く
は
今
昔
に
あ

る
よ
う
に
「
法
相
大
乗
」
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
音
声
言
語
を
媒
介
と
し
て
い
る

と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
清
濁
を
異
に
す
る
異
同
が
生
ず
る
は
ず
が
な
い
。
清

濁
を
異
に
す
る
異
同
例
は
、
そ
の
他
打
聞
集
「
イ
カ
ニ
定
．
．
．
」
と
あ
る
所
を
萩

野
本
「
何
。
可
沙
汰
」
、
逆
に
打
聞
集
「
定
。
。
ル
事
」
を
萩
野
本
「
沙
汰
一
一
入
．
ル
事
」

　
　
　
　
　
サ
ダ
　
　
　
　
　
　
サ
　
タ

の
よ
う
に
、
「
定
ム
」
「
沙
汰
ス
」
を
め
ぐ
る
二
例
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
両
者
の

意
味
の
問
題
も
あ
り
、
こ
こ
で
取
め
上
げ
る
べ
き
適
側
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。

　
二
つ
に
は
、
萩
野
本
に
大
き
な
欠
文
が
二
箇
所
あ
る
こ
と
。
打
聞
集
の
「
二
．

　
　
　
ヲ
カ
ル

中
二
草
，
持
《
　
昌
ケ
’
二
疋
馬
ハ
オ
ホ
キ
食
．
一
疋
．
馬
ハ
彼
．
食
．
テ
タ
ル
，
後
事
ハ

噌
ヲ
ホ
ク
＼
フ
ヲ
」
に
対
し
て
萩
野
本
「
馬
．
中
二
置
ル
其
時
一
一
大
ク
食
ハ
」
と
あ

り
、
二
つ
の
「
そ
の
時
」
に
は
さ
ま
れ
た
波
線
部
分
が
萩
野
本
で
は
脱
落
し
て

い
る
。
ま
た
、
打
聞
集
「
大
臣
，
手
．
、
．
．
，
．
召
闘
イ
ミ
シ
キ
事
ア
リ
ト
エ
思

得
．
，
オ
ホ
シ
食
．
何
セ
ム
ス
ル
倒
劇
」
更
昌
」
に
対
し
て
萩
野
本
「
大
臣
，
召
．
手

迷
ヒ
シ
テ
何
か
二
郎
闘
更
．
に
と
あ
り
、
や
は
り
二
つ
の
「
こ
の
度
は
」
に
は
さ

ま
れ
た
波
線
部
分
が
脱
落
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
目
移
り
に
よ
る
欠
文

で
あ
る
。
文
字
を
視
覚
的
に
と
ら
え
て
書
写
す
る
際
に
は
、
数
行
先
ま
で
も
視

野
の
中
に
収
ま
る
の
で
こ
の
よ
う
な
目
移
り
が
起
こ
り
が
ち
だ
が
、
音
声
言
語

で
は
話
が
時
間
に
沿
っ
て
線
条
的
に
進
む
の
で
、
右
の
よ
う
な
欠
文
は
起
こ
り

に
く
い
。
そ
う
す
る
と
、
ω
の
可
能
性
も
非
常
に
低
く
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

そ
う
し
て
残
る
の
が
紛
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
紛
の
可
能
性
を
も
う
い

ち
ど
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
冒
頭
に
も
引
用
し
た
よ
う
に
、
重
氏
は
、
従
来
の
打
聞
集
聞
き
書
き
説
を
退

け
て
打
聞
集
仮
名
書
き
親
本
説
を
提
唱
し
た
。
森
氏
の
根
拠
は
、
打
聞
集
に
み
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ら
れ
る
癒
し
い
宛
字
（
森
氏
に
よ
る
と
「
も
は
や
宛
字
の
域
を
こ
え
て
し
ま
っ

て
い
る
」
）
や
誤
字
の
用
法
で
あ
っ
た
。
「
そ
の
多
く
が
音
の
清
濁
と
機
音
に
関

係
し
て
い
る
」
と
す
る
と
「
そ
れ
は
音
声
の
問
題
で
は
な
く
、
表
記
が
介
在
し

て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
萩
野
本
の
方
に
も
仮
名
書
き
感
奮
を
思
わ
せ
る
証
拠
が
あ
る
。
そ
れ

は
萩
野
本
に
も
打
聞
集
と
同
じ
よ
う
に
宛
字
表
記
と
お
ぼ
し
き
も
の
が
い
く
つ

か
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
⑳
話
で
は
先
に
あ
げ
た
「
法
蔵
大
乗
」
の
他
に
「
イ

サ
清
聖
人
」
、
⑳
話
で
は
「
致
ル
」
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
⑳
話
は
打
聞
集
と
類
似
の
説
話
を
持
た
な
い
話
だ
が
、
こ
れ
に
も
宛
字
ら
し

き
箇
所
が
あ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
⑳
話
か
ら
⑳
話
ま
で
の
終
り
四
話
は
、

表
記
の
上
で
は
同
じ
性
質
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
表
記
の
問
題

を
取
扱
う
時
に
は
同
類
に
扱
っ
て
支
障
な
い
と
思
う
。
⑳
話
「
全
峯
山
金
淫
事
」

は
薬
師
寺
八
角
堂
の
建
立
に
ま
つ
わ
る
説
話
で
、
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
一
文

が
あ
る
。

　
近
来
薬
師
寺
．
布
施
一
講
八
角
．
堂
，
造

　
⑳
話
は
現
在
の
と
こ
ろ
類
似
本
文
を
持
つ
説
話
集
が
ど
こ
に
も
見
当
ら
な
い

が
、
同
じ
薬
師
寺
八
角
堂
の
建
立
に
関
す
る
記
事
な
ら
ば
『
七
大
寺
日
記
』
『
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
崎

大
寺
巡
礼
私
記
』
に
載
っ
て
い
る
。
右
の
傍
線
箇
所
を
こ
の
二
本
と
比
較
し
て

み
る
と
、

　
（
日
記
）
薬
師
寺
別
当
補
清
已
講

　
（
私
記
）
薬
師
寺
別
当
輔
清
已
講

と
な
っ
て
い
て
三
者
三
様
で
あ
る
。
と
は
言
っ
て
も
、
『
日
記
』
と
『
私
記
』
と

は
か
な
り
近
い
の
に
、
萩
野
外
の
み
表
記
が
か
、
け
離
れ
て
い
る
。
萩
野
本
は
も

と
仮
名
書
き
で
「
ふ
せ
い
か
う
」
と
あ
っ
た
も
の
に
宛
字
を
し
て
右
の
よ
う
な

漢
字
表
記
に
な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
⑳
話
に
は
「
傍
角
」
「
金
．
事

物
．
り
ヶ
，
，
」
と
い
う
例
も
あ
り
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
「
カ
タ
ス
ミ
し
「
金
バ
カ
タ

キ
モ
ノ
（
難
き
物
）
ナ
リ
ケ
リ
」
の
意
味
だ
ろ
う
。
た
だ
し
「
角
」
字
を
「
ス

ミ
（
隅
）
」
に
宛
て
る
こ
と
は
、
今
昔
な
ど
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
。

　
萩
野
本
に
仮
名
書
き
親
本
を
思
わ
せ
る
も
う
一
つ
の
証
拠
は
、
萩
野
本
の
終

り
四
話
が
前
二
十
五
話
に
比
べ
て
異
常
に
仮
名
書
き
自
立
語
を
多
く
持
つ
と
い

う
点
で
あ
る
。
①
か
ら
⑳
話
ま
で
の
前
二
十
五
諸
（
こ
れ
は
今
昔
の
か
な
り
忠

実
な
抄
出
）
に
仮
名
書
き
自
立
語
は
わ
ず
か
2
0
、
し
か
も
そ
の
多
く
が
今
昔
で

欠
字
に
な
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
⑳
話
か
ら
⑳
話
ま
で
の
終
り
四

話
（
こ
れ
は
分
量
か
ら
い
え
ば
萩
野
本
全
体
の
五
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
）
に
仮

名
書
き
自
立
語
は
延
べ
数
で
瓢
に
も
の
ぼ
る
。
そ
の
内
容
を
次
に
示
す
こ
と
に

し
よ
う
（
○
の
中
の
数
字
は
萩
野
本
の
説
話
番
号
を
表
す
。
用
例
は
延
べ
数
で

示
す
。
従
っ
て
⑳
⑳
と
あ
れ
ば
第
⑳
話
に
2
回
例
が
あ
る
こ
と
を
表
す
）
。

　
ア
タ
～
カ
ナ
ル
ヤ
ウ
⑳
、
ア
ツ
カ
ウ
⑳
、
ア
ツ
カ
バ
テ
⑳
⑳
、
ア
ッ
カ
へ
⑳
、

　
ア
ハ
レ
ヒ
⑳
、
ア
マ
タ
⑳
、
可
有
．
ア
ラ
ス
⑳
、
ア
ラ
タ
カ
⑳
、
ア
ラ
ム
⑳
、

　
ア
ル
ク
⑳
、
イ
カ
テ
⑳
、
イ
カ
テ
カ
⑳
、
イ
カ
ナ
ル
⑳
、
イ
カ
ニ
ソ
⑱
、
イ

　
カ
メ
シ
ウ
⑳
、
イ
ク
ラ
⑳
、
イ
サ
清
聖
人
⑳
、
イ
ト
⑳
⑳
⑱
⑳
⑳
、
イ
ミ
シ

　
⑳
⑳
⑳
、
イ
ミ
シ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
、
イ
ミ
シ
キ
⑳
⑳
⑳
⑳
、
サ
イ
ハ

　
レ
タ
リ
⑱
、
心
ウ
カ
リ
ケ
ル
⑳
、
ウ
ミ
シ
ル
（
濃
汁
）
⑳
⑳
、
ウ
ミ
タ
ル
（
濃
）

⑳
、
エ
モ
云
．
⑳
、
エ
モ
イ
ハ
ス
⑳
⑳
、
工
思
．
得
。
。
キ
⑱
、
工
心
得
難
，
⑳
、

　
工
惜
，
畢
．
⑳
》
大
ホ
マ
ウ
テ
（
チ
の
誤
か
）
キ
ミ
⑳
、
カ
イ
消
様
一
⑳
、
カ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
カ
ウ
く
く
⑳
、
カ
ウ
ハ
シ
キ
⑳
⑳
、
カ
～
ル
⑳
⑳
⑳

　
⑳
⑱
⑳
⑳
⑳
、
カ
、
レ
ト
モ
⑳
、
カ
ク
　
　
　
　
　
　
　
、
カ
ク
ス
．
ル
⑳
、

　
カ
ク
テ
⑳
⑳
⑳
、
愛
カ
シ
コ
⑳
、
カ
タ
ヒ
ノ
身
⑳
、
カ
タ
フ
キ
⑳
、
カ
タ
フ

　
ク
⑳
、
カ
ナ
シ
カ
リ
ケ
レ
ハ
⑳
、
カ
ハ
キ
モ
テ
行
⑳
、
カ
バ
メ
キ
テ
⑳
、
鼻

　
打
カ
ミ
テ
、
カ
ヤ
ウ
ノ
事
⑱
、
キ
タ
ナ
ム
ヘ
キ
⑳
、
ク
ラ
カ
リ
ヌ
（
暗
）
⑳
、
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ケ
ユ
⑳
⑱
⑱
、
涙
ノ
コ
ホ
ル
、
．
⑱
、
サ
（
然
）
⑱
⑳
、
声
，
サ
、
ケ
テ
⑳
、
サ

　
ス
カ
ニ
⑳
、
サ
テ
⑯
⑳
⑳
⑳
⑳
⑱
、
サ
テ
モ
⑳
⑳
、
サ
バ
⑳
、
サ
マ
く
⑳
、

　
サ
ラ
ハ
⑳
、
サ
リ
ト
モ
⑳
、
サ
レ
ト
モ
⑳
⑳
、
サ
レ
ハ
⑱
⑳
⑳
、
シ
エ
テ
（
為

得
）
⑳
、
シ
ツ
＼
キ
ケ
ル
．
⑳
、
シ
立
，
ル
⑳
、
シ
立
．
⑳
、
シ
給
ハ
．
⑳
、
シ
侍
．
．

⑳
、
シ
行
，
⑳
、
シ
ケ
ル
⑳
、
シ
タ
ル
⑳
、
何
ジ
テ
カ
⑳
、
シ
ル
ツ
キ
（
汁

付
）
⑳
、
ス
ク
ミ
テ
⑳
、
ス
ヒ
ネ
フ
ラ
バ
⑳
、
．
ス
ヒ
ネ
フ
リ
テ
⑳
、
ス
ヒ
テ

⑯
、
ス
フ
⑳
、
ス
レ
ト
（
為
）
⑳
、
セ
サ
葦
笛
．
．
⑳
、
ソ
コ
ラ
⑳
、
タ
カ
セ

　
テ
（
抱
）
⑳
、
ツ
ク
ロ
ハ
ス
ハ
⑳
⑳
、
ツ
ト
ヒ
タ
ル
⑳
、
ツ
ト
ヒ
居
．
⑳
、
ツ

　
フ
レ
テ
⑳
、
ト
モ
カ
ク
モ
⑳
⑳
、
ナ
ト
カ
⑳
、
ナ
ト
テ
⑳
、
ナ
ニ
（
何
）
⑳
、

　
ナ
ニ
シ
再
臨
バ
⑳
、
ネ
フ
リ
ク
タ
ス
⑳
、
ネ
フ
ル
⑳
⑳
、
涙
，
ノ
コ
ヒ
テ
⑳
、

　
ノ
セ
ツ
（
乗
）
⑳
、
ノ
㌧
シ
ル
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
、
ノ
ト
カ
ニ
⑳
、
ノ
ト
メ
テ
⑳
、

　
バ
カ
ナ
キ
⑳
、
バ
カ
リ
コ
タ
レ
テ
（
謀
）
⑳
、
ハ
キ
ス
ツ
⑳
、
ハ
タ
（
肌
）

⑳
、
ハ
タ
カ
リ
立
。
⑳
、
ハ
ヤ
ウ
⑱
、
ハ
ヤ
ク
⑳
、
ヒ
エ
（
冷
）
⑳
、
フ
ト
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

　
ロ
⑳
⑳
⑳
、
ホ
ロ
ホ
サ
ム
⑳
、
マ
ウ
ニ
シ
タ
ル
⑳
、
マ
シ
テ
⑳
、
心
深
キ
マ
＼

　
二
⑳
、
ミ
シ
ロ
ク
⑳
、
ミ
ワ
ヒ
テ
⑳
、
モ
エ
ニ
モ
エ
⑳
、
ヤ
ヲ
ラ
⑳
、
ユ
カ

　
ミ
タ
ル
⑳
、
ユ
カ
ミ
タ
ル
メ
ル
⑳
、
ヨ
ハ
レ
テ
（
呼
）
⑳
、
ヨ
ヒ
入
．
⑳
、
ヨ

　
モ
捨
給
ハ
．
⑳
、
ヨ
モ
忘
．
給
．
．
⑳
、
ワ
ラ
ヒ
テ
⑳
、
ワ
ラ
フ
⑳
、
ヲ
コ
ス
レ
ハ

⑳
、
云
．
ヲ
コ
セ
タ
レ
ハ
⑱
、
ヲ
ホ
ケ
ナ
キ
⑳
、
ヲ
ホ
ロ
ケ
⑱

　
右
の
語
が
な
ぜ
仮
名
書
き
さ
れ
た
の
か
明
か
で
は
な
い
が
、
ど
う
も
和
文
脈

語
彙
が
多
い
よ
う
だ
。
特
に
、
イ
カ
テ
、
イ
ミ
シ
、
イ
ト
、
エ
モ
イ
ハ
ス
、
カ

ウ
、
カ
ク
、
サ
テ
、
サ
ラ
バ
、
サ
レ
ハ
の
類
が
全
て
仮
名
書
き
さ
れ
て
い
る
所

を
見
る
と
、
漢
字
表
記
し
に
く
い
和
文
脈
語
、
あ
る
い
は
も
し
漢
字
で
表
記
す

る
と
読
み
誤
り
や
す
い
語
（
「
此
」
字
は
カ
ク
・
カ
ウ
と
同
時
に
コ
と
い
う
訓
を

持
ち
、
「
然
」
字
は
サ
と
同
時
に
シ
カ
と
い
う
訓
を
持
つ
）
に
仮
名
表
記
を
与
え

て
い
る
よ
ヶ
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
萩
野
本
の
終
り
四
話
に
お
け
る
仮
名
書
き

自
立
語
の
在
り
方
は
、
打
聞
集
の
そ
れ
と
よ
く
似
て
い
る
。

　
打
聞
集
の
仮
名
書
き
自
立
語
に
関
し
て
は
、
藤
井
俊
博
氏
に
考
察
が
あ
る
。

た
だ
し
、
藤
井
氏
の
立
場
は
「
書
名
の
通
り
打
聞
く
ま
ま
に
筆
録
さ
れ
た
文
章

で
あ
る
た
め
、
漢
字
を
あ
て
に
く
い
語
は
そ
の
ま
ま
仮
名
書
き
に
し
た
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
森
氏
や
私
の
否
定
し
た
音
声
を
媒
介
と
す
る
成

立
論
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。

　
藤
井
氏
は
、
打
聞
集
で
仮
名
書
き
さ
れ
た
語
彙
の
説
明
を
試
み
て
、
そ
の
理

由
と
し
て
ω
ウ
音
便
、
イ
音
便
、
早
行
転
呼
音
な
ど
は
音
声
変
化
を
忠
実
に
写

そ
う
と
し
た
た
め
に
漢
字
に
よ
る
表
記
を
避
け
た
、
ω
意
味
用
法
の
異
な
る
も

の
は
一
方
を
仮
名
書
き
に
し
た
（
今
i
現
在
、
イ
マ
レ
ア
ト
～
）
、
野
馬
を
示
す

漢
字
が
す
ぐ
に
思
い
つ
か
ず
、
．
暫
定
的
に
仮
名
書
き
に
し
た
、
e
O
会
話
文
に

限
っ
て
仮
名
書
き
を
用
い
た
、
の
四
点
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
藤
井
氏

の
あ
げ
た
四
点
は
、
ど
れ
も
仮
名
書
き
親
本
説
で
も
説
明
で
き
る
し
、
む
し
ろ

そ
の
方
が
よ
い
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
特
に
ω
の
よ
う
に
意
味
用
法
で
書
き
分

け
る
こ
と
は
、
音
声
を
媒
介
と
す
る
環
境
で
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。
音
声
を

聞
い
た
瞬
間
に
、
そ
れ
・
が
ど
ち
ら
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
判
断
す
る

こ
と
は
、
そ
ん
な
に
た
や
す
い
こ
と
で
は
な
い
。

　
ω
は
い
か
に
も
音
声
を
媒
介
と
す
る
理
由
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
見
え
る

が
、
じ
つ
は
そ
の
逆
だ
ろ
う
。
他
人
め
話
を
聞
書
き
す
る
時
に
は
、
い
か
．
に
音

声
に
忠
実
．
に
筆
録
し
よ
う
と
し
て
も
、
意
味
と
い
う
名
の
も
と
に
抽
象
化
し
て

し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
話
者
の
ぞ
ん
ざ
い
な
発
言
や
言
い
誤
り
で
さ
え
も
、
正

し
い
単
語
の
意
味
に
結
び
つ
け
る
と
い
う
言
語
活
動
を
私
た
ち
は
毎
日
経
験
し

て
い
る
。
ω
の
場
合
、
筆
録
者
の
意
識
と
し
て
、
音
便
形
と
非
音
便
形
と
の
区

別
が
ど
れ
程
確
・
重
し
て
い
た
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
こ
の
筆
録
者
に
と
っ

て
、
両
者
の
違
い
を
聞
き
分
け
て
書
き
分
け
る
必
要
性
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
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い
。
「
カ
ウ
」
は
お
そ
ら
く
「
カ
ク
」
の
異
形
態
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
だ
ろ
う
。

そ
う
い
う
場
合
に
は
音
声
的
な
「
カ
ウ
」
は
必
ず
し
も
「
カ
ウ
」
と
表
記
さ
れ

る
必
要
は
な
く
、
「
カ
ク
」
と
表
記
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
親

本
の
文
字
表
記
の
「
カ
ウ
」
は
「
カ
ウ
」
と
表
記
せ
ざ
る
を
え
な
い
必
然
性
を

持
っ
て
い
る
。
ω
も
む
し
ろ
仮
名
書
き
親
本
説
に
立
つ
こ
と
を
支
持
す
る
傍
証

に
な
る
だ
ろ
う
。

　
そ
う
す
る
と
、
萩
野
本
と
打
聞
集
の
仮
名
書
き
自
立
語
は
、
仮
名
書
き
親
本

を
漢
字
仮
名
交
り
に
直
す
時
に
、
漢
字
を
当
て
に
く
い
語
や
漢
字
を
す
ぐ
に
思

い
つ
か
な
か
っ
た
語
を
仮
名
の
ま
ま
残
す
と
い
う
過
程
で
生
じ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
宛
字
の
あ
り
方
。
仮
名
書
き
自
立
語
の
あ
り
方
か
ら
い
っ

て
、
萩
野
本
終
り
四
話
に
も
打
聞
集
に
も
仮
名
書
き
親
身
の
存
在
を
仮
定
し
た

方
が
よ
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
萩
野
本
と
打
聞
集
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
仮

名
書
き
本
文
を
通
じ
て
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
草
野
氏
の
言
わ
れ
た

「
別
の
説
話
集
」
と
は
仮
名
書
き
説
話
集
だ
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
こ
の
仮
名
書

き
説
話
集
は
、
各
々
別
々
に
漢
字
仮
名
交
り
に
表
記
に
改
め
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
の
際
生
じ
た
の
が
、
両
本
に
多
量
に
存
在
す
る
漢
字
の
異
同
で
あ
り
、

ま
た
誤
字
や
宛
字
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
誤
字
や
宛
字
と
同
時
に
打
聞
集
に
は
多
く
の
訂
正
箇
所
が
存
在
す

る
の
だ
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
森
氏
の
推
定
と
異
な
る
結
論
を
萩
野
本
は
示
し

て
い
る
。
森
氏
の
推
定
は
、
訂
正
箇
所
の
あ
る
も
の
は
「
親
本
を
写
し
誤
っ
た

こ
と
に
気
づ
い
て
訂
し
た
類
と
一
応
認
め
ら
れ
」
る
が
、
あ
る
も
の
は
「
文
字

の
読
み
誤
り
や
書
き
誤
り
に
よ
っ
て
生
ず
る
い
わ
ゆ
る
誤
字
と
は
、
少
し
く
異

質
な
側
面
を
持
」
つ
と
い
う
。
森
宮
に
依
る
と
、

　
そ
こ
に
は
、
誤
字
を
ひ
き
お
こ
す
よ
う
な
字
体
の
類
似
が
見
当
ら
な
い
ば
か

　
り
か
、
訂
正
前
の
文
字
を
も
っ
て
文
を
つ
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
よ
う

　
な
本
文
が
復
原
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
あ
る
も
の
は
、

　
訂
さ
れ
る
前
の
文
字
が
か
え
っ
て
今
昔
物
語
集
の
本
文
に
一
致
す
る
と
い

　
う
、
一
見
奇
妙
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
打
聞
集
の
は
じ
め
誤
っ
た
文
字
が
、

　
他
の
説
話
集
の
本
文
に
一
致
す
る
と
い
う
よ
う
な
偶
然
が
、
幾
度
も
重
な
る

　
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
単
純
な
誤
字
と
し
て
処
理
し
去
る
こ
と
が
で
き
な
い

　
と
す
れ
ば
、
訂
正
前
の
文
字
こ
そ
が
親
本
の
本
文
で
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で

　
は
な
い
か
。
（
中
略
）
打
聞
集
は
は
じ
め
親
本
の
通
り
に
写
し
か
け
て
、
途
中

　
で
文
脈
を
改
め
た
と
い
う
事
情
を
想
定
す
る
ほ
か
は
な
い
。

　
森
氏
の
推
定
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
が
、
打
聞
集
と
も
と
を
同
じ
く
す
る
萩

野
本
の
存
在
が
明
か
に
な
っ
た
今
、
訂
正
箇
所
を
萩
野
本
で
確
認
し
て
み
る

と
、
次
に
示
す
よ
う
に
訂
正
後
の
文
字
が
萩
野
本
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
上
段
に
打
聞
集
の
訂
正
後
の
本
文
、
中
段
に
訂
正
前
の
文
字
、
下
段
に
萩
野

本
の
本
文
を
あ
げ
る
。
な
お
訂
正
前
の
文
字
に
つ
い
て
は
、
東
辻
保
和
氏
注
3

の
本
に
依
っ
た
。
数
字
は
東
辻
氏
の
行
数
番
号
、
萩
野
本
の
丁
数
と
行
賞
を
表

す
）
。

　
⑦
ス
ギ
行
間
（
2
7
1
）
1
程
I
－
行
間
（
5
7
オ
8
）

　
④
ハ
ル
カ
ニ
（
2
7
1
）
ー
カ
ー
遥
．
F
（
5
7
オ
8
）

　
⑤
死
モ
ヤ
ラ
天
（
8
7
1
）
ー
ス
ー
不
死
。
（
5
7
ウ
7
）

　
㊥
キ
タ
ナ
カ
ル
ヘ
キ
ニ
ア
ラ
ス
（
魏
）
ー
ノ
か
ー
キ
タ
ナ
ム
ヘ
キ
ニ
不
有

　
　
（
5
8
オ
5
）

　
④
ネ
フ
ル
（
娚
）
！
？
ー
ネ
フ
ル
（
5
8
オ
6
）

　
⑤
ア
タ
リ
ノ
木
草
（
艇
1
）
一
？
一
当
．
草
木
（
5
8
オ
7
）

　
㊥
例
．
膚
一
一
成
，
．
（
獅
）
一
也
一
例
．
ハ
タ
ニ
成
．
（
5
8
ウ
玉
）
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⑦
鍋
入
．
（
銘
1
）
i
ハ
か
1
塙
投
入
．
．
ハ
（
5
9
ウ
3
）

⑦
七
十
一
一
ア
マ
レ
ハ
（
姻
）
ー
リ
ー
七
十
一
一
鯨
．
ハ
（
6
3
オ
2
）

　
◎
タ
ヘ
カ
タ
ウ
（
0
5
1
）
ー
シ
一
難
堪
ウ
（
6
3
オ
4
）

③
玄
ヵ
ナ
ル
国
一
一
、
（
0
6
1
）
一
二
一
遥
ル
国
（
6
4
オ
4
）

　
瓢

②
持
（
7
1
1
）
1
？
1
置
ル
（
6
4
オ
3
）

　
③
サ
リ
ト
（
伽
）
ー
ハ
か
ー
サ
リ
ト
モ
（
6
4
ウ
4
）

㊥
問
セ
給
．
（
伽
）
－
？
一
問
セ
給
．
（
6
4
ウ
7
）

　
α
恥
ユ
露
寒
（
㎜
）
、
ー
テ
ー
壮
心
斡
旋
（
6
5
オ
2
）

　
⑦
ヲ
ホ
ホ
ケ
ノ
（
…
燭
）
1
思
ー
ヲ
ホ
ロ
ケ
ノ
（
6
5
オ
6
）

㊦
此
国
一
一
、
ハ
チ
ヲ
ミ
セ
ス
（
燭
）
1
小
字
に
て
バ
ー
此
国
恥
，
不
見

　
　
（
6
5
ウ
ー
）

⑦
二
五
タ
ル
事
（
器
1
）
ー
テ
ー
今
始
タ
ル
故
（
6
5
ウ
6
）

⑦
朝
タ
，
孝
（
4
0
1
）
一
二
か
一
朝
夕
，
孝
（
6
5
ウ
7
）

㊦
罷
出
ッ
、
（
1
4
1
）
ー
テ
ー
罷
出
ッ
、
（
6
6
オ
ー
）

⑦
老
，
貴
．
ヘ
キ
（
娼
1
）
－
，
？
1
老
，
可
貴
キ
（
6
6
オ
3
）

㊥
然
ハ
（
娼
1
）
一
？
一
而
．
ハ
（
6
6
オ
3
）

次
の
一
例
の
み
、
訂
正
後
の
文
字
が
萩
野
本
と
一
致
し
な
い
。

③
多
法
門
．
沈
．
リ
ハ
（
9
8
1
）
ー
ヲ
か
1
多
，
法
文
，
沈
，
．
ヨ
リ
ハ
（
5
9
ウ
3
）

　
ま
た
、
次
の
例
は
萩
野
本
と
打
聞
集
と
の
間
に
や
や
開
き
の
あ
る
も
の
で
あ

る
。

④
木
草
モ
ミ
チ
タ
リ
ト
見
□
（
麗
）
ー
ニ
ー
木
草
，
臭
モ
枯
タ
リ
，
見
．
ル
ハ

　
　
（
5
9
オ
2
）

⑦
一
事
ナ
．
．
．
云
．
（
麗
）
一
？
1
一
事
ト
乗
替
．
毎
度
一
云
，
（
6
5
オ
5
）

　
　

⑤
逆
．
、
。
（
捌
）
一
流
一
隻
ハ
ル
．
、
。
（
5
8
オ
8
）

　
　
　

㊤
早
（
幽
1
）
一
？
一
管
論
セ
．
（
6
6
オ
4
）

　
し
か
し
、
一
方
で
「
訂
正
さ
れ
る
前
の
文
字
が
か
え
っ
て
今
昔
物
語
集
の
本

文
に
一
致
す
る
」
例
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
右
の
誤
字
、
訂
正
の
箇
所
を
見
て
気
づ
く
こ
と
は
、
自
立
語
な
ど
の
訂
正
よ

り
も
活
用
語
尾
や
テ
ニ
ヲ
ハ
の
訂
正
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら

は
、
森
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
「
訂
正
前
の
文
字
を
も
っ
て
文
を
つ
づ
け

る
こ
と
が
可
能
」
な
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
。
思
う
に
、
活
用
語
尾
や
テ
ニ
ヲ

ハ
の
類
は
、
文
の
内
容
に
関
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
文
の
断
れ
続
き
に
関
す
る

こ
と
が
ら
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
文
脈
の
あ
る
部
分
に
は
め
込
み
う
る
活
用
語
尾

や
テ
ニ
ヲ
ハ
の
種
類
は
、
そ
れ
程
多
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
打
聞
集
の
書

写
者
が
勝
手
に
選
ん
だ
も
の
が
、
た
ま
た
ま
今
昔
や
宇
治
拾
遺
の
も
の
と
一
致

す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
も
も
っ
と
重
要
な
こ
と
は
、
わ
ざ
わ
ざ

訂
正
を
施
し
た
、
そ
の
訂
正
後
の
文
字
が
萩
野
本
と
こ
れ
だ
け
高
い
確
率
で
一

致
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
や
は
り
訂
正
後
の
文
字
こ
そ
が
親
本
通
り
の
本
文

だ
っ
た
と
考
え
る
方
が
よ
い
と
思
う
。

　
そ
う
す
る
と
、
打
聞
集
の
訂
正
箇
所
も
ま
た
別
の
見
方
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
例
え
ば
②
や
⑦
は
、
親
本
に
仮
名
書
き
で
「
カ
ナ
へ
謹
書
ツ
」
「
コ
ノ
ク

ニ
＼
ハ
チ
ヲ
ミ
セ
ス
」
と
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
「
ハ
メ
ツ
」
「
ハ
チ
」
の
語
頭
の
ハ

を
最
初
、
助
詞
の
「
は
」
と
読
み
誤
っ
て
、
の
ち
「
入
つ
」
「
恥
」
だ
と
気
づ
い

て
訂
正
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
②
の
例
は
、
親
本
に
「
オ
ホ
ロ
ケ
ノ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
に
す

と
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
最
初
の
二
字
か
ら
「
思
」
と
勘
違
い
し
、
後
訂
正
し
た
も

の
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
こ
の
問
題
は
打
聞
集
書
写
者
の
書
写
態
度
に
も
か
か
わ
っ
て
く
る
。

森
氏
は
訂
正
前
の
文
字
が
書
本
の
本
文
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
こ
れ
を

「
親
本
本
文
へ
の
意
図
的
な
は
た
ら
き
か
け
つ
ま
り
改
作
」
と
み
た
。
し
か
し

萩
野
本
を
通
し
て
見
た
打
聞
集
の
書
写
者
は
、
こ
れ
と
は
ほ
ど
遠
い
、
不
注
意
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な
あ
わ
て
者
の
人
間
と
し
て
浮
か
び
上
っ
て
く
る
。
お
そ
ら
く
親
本
の
大
意
を

ま
ず
つ
か
ん
で
お
い
て
、
文
の
細
か
な
活
用
語
尾
や
テ
ニ
ヲ
ハ
に
関
す
る
部
分

は
自
分
な
り
に
つ
づ
っ
て
い
き
、
そ
の
後
で
親
本
と
食
い
違
う
部
分
を
逐
次
訂

正
す
る
と
い
う
よ
う
な
態
度
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
こ
の
態

度
は
打
聞
集
の
七
話
・
九
話
に
限
っ
て
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
外
の
説
話

に
も
一
貫
し
て
取
ら
れ
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
従
来
、
一
字
二
字
の
訂
正
と
と
も
に
長
字
句
に
わ
た
る
抹
消
部
分
が
問
題
に

さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
際
の
疑
問
点
は
抹
消
部
分
と
本
来
の
本
文
と
に
食
い
違

い
が
あ
る
と
い
う
点
だ
っ
た
。
例
え
ば
第
十
四
話
の

　
悦
ナ
カ
ラ
楼
登
，
．
初
夜
．
鐘
チ
付
か
立
り
己
二
付
ハ
テ
、
寺
．
大
衆
耳
，
立
一
．
聞
，
又
」

　
後
夜
，
鐘
ナ
付
↑
寺
窮
立
り
己
二
付
ハ
テ
ム
ト
ス
ル
程
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
が
抹
消
部
分
）

は
似
た
よ
う
な
語
句
「
鐘
．
付
．
」
「
鐘
，
付
。
」
が
あ
っ
た
た
め
に
そ
れ
ぞ
れ
波
線

の
「
立
，
己
二
付
ハ
テ
ム
」
「
寺
．
大
衆
」
に
目
移
り
し
て
脱
文
・
公
文
を
お
こ
し

か
け
、
す
ぐ
に
気
づ
い
て
抹
消
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
抹
消
部
分
「
立
，
手
品

付
パ
テ
、
」
と
本
文
「
立
，
己
鴨
付
ハ
テ
ム
」
が
徴
妙
に
食
い
違
っ
て
い
る
。
こ

れ
も
活
用
語
尾
や
テ
ニ
ヲ
ハ
に
関
す
る
部
分
は
自
分
な
り
に
つ
づ
っ
て
い
く
と

い
う
態
度
を
通
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
簡
単
に
解
決
の
つ
く
問
題
で
あ
る
。
つ

ま
り
こ
の
場
合
は
、
抹
消
部
分
の
「
付
ハ
テ
峯
」
が
書
写
者
の
勝
手
に
作
っ
た

文
で
、
本
文
の
「
付
ハ
テ
ム
」
が
親
本
の
形
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
第
十
六
話
の
抹
消
部
分
は
、
こ
れ
よ
り
も
っ
と
複
雑
で
あ
る
。
小
川
一
明
氏

（
注
7
論
文
）
は
、
記
録
文
体
の
親
本
を
想
定
し
て
お
ら
れ
、
そ
れ
を
通
常
の

語
順
に
改
め
つ
つ
表
記
す
る
と
こ
ろ
を
、
こ
の
箇
所
は
親
本
の
記
録
文
体
が
そ

の
ま
ま
の
こ
っ
た
と
解
釈
す
る
。
こ
れ
を
仮
名
書
き
串
本
か
ら
説
明
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う
の
だ
が
、
今
は
こ
れ
に
つ
い
て
論
じ
る
準
備
が

な
い
。

四

　
萩
野
本
と
打
聞
集
と
が
同
一
の
仮
名
書
き
説
話
集
に
依
っ
た
こ
と
が
明
か
に

な
る
と
、
打
聞
集
本
文
研
究
に
も
自
ず
と
萩
野
本
が
大
き
な
役
割
を
果
す
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。

　
最
も
単
純
な
場
合
と
し
て
は
、
打
聞
集
の
欠
損
部
分
を
萩
野
本
で
補
う
こ
と

が
で
き
る
だ
ろ
う
。
東
辻
氏
の
本
文
の
欠
損
部
分
が
萩
野
本
で
ど
の
よ
う
に
表

記
さ
れ
て
い
る
か
を
次
に
示
し
て
み
よ
う
。

　
　
ブ
タ

⑦
子
臼
札
付
（
8
1
1
）
1
子
、
云
札
，
付
．
（
6
4
オ
3
）

㊦
□
，
云
様
（
1
2
1
）
一
鶴
．
云
様
（
6
4
オ
6
）

㊥
ロ
ピ
ケ
レ
ハ
（
麗
）
一
云
ヶ
レ
ハ
（
6
4
オ
7
）

＠
カ
ウ
［
口
］
イ
ミ
シ
キ
（
鵬
）
ー
カ
ウ
ノ
ミ
云
ハ
イ
ミ
シ
キ
（
6
4
ウ
2
）

◎
ヲ
ホ
ホ
エ
ヌ
ロ
テ
（
獅
）
一
曹
思
ヌ
マ
テ
（
5
8
オ
5
）

④
ウ
ミ
シ
ル
ヲ
ロ
ヒ
テ
ハ
キ
ツ
（
総
1
）
ー
ウ
ミ
シ
ル
ヲ
ス
ヒ
テ
ハ
キ
ツ

　
（
5
8
ウ
2
）

⑧
エ
モ
イ
ハ
ロ
（
7
8
1
）
ー
エ
モ
イ
ハ
刻
（
5
8
ウ
3
）

㊥
此
雄
心
（
o
。
o
o
1
）
！
此
病
者
（
5
8
ウ
5
）

㊥
起
居
給
．
ロ
タ
マ
ハ
ク
（
鵬
）
1
起
居
給
テ
宣
ク
（
5
8
ウ
6
）

㊥
見
□
（
窺
）
…
見
．
ル
ハ
（
5
9
オ
2
）

　
打
聞
集
の
欠
損
部
分
は
、
文
脈
か
ら
あ
る
程
度
推
測
で
き
る
程
度
の
も
の
だ

が
、
そ
れ
が
萩
野
本
で
確
認
で
き
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
㊥
は
萩
野
本
に

倣
っ
て
「
此
病
者
」
と
す
る
よ
り
も
「
人
」
を
補
っ
た
方
が
よ
い
と
思
う
。
他

の
箇
所
で
は
全
て
萩
野
本
「
病
者
」
1
打
聞
集
「
病
人
」
と
い
う
対
応
を
な
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し
て
い
て
、
各
々
で
表
記
の
統
一
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
次
に
、
打
聞
集
本
文
の
漢
字
の
潜
み
を
決
定
す
る
の
に
萩
野
本
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
第
七
話
の
「
朝
夕
一
一
」
（
幽
）
は
い
ず
れ
の

注
釈
書
で
も
「
ア
サ
ユ
フ
一
こ
と
訓
ま
れ
て
い
る
が
、
萩
野
本
で
は
こ
の
箇
所

が
「
朝
タ
タ
．
一
」
（
6
3
オ
3
）
と
な
っ
て
お
り
、
「
ア
シ
タ
ユ
フ
ベ
一
こ
と
訓
む
こ

と
が
わ
か
る
。
同
じ
七
話
の
「
養
老
国
」
（
幽
）
も
萩
野
本
で
は
「
老
，
養
．
国
」

（
6
6
オ
5
）
と
あ
る
か
ら
、
「
ヤ
ウ
ウ
ラ
ノ
ク
一
こ
と
富
む
よ
り
も
「
オ
イ
ヲ
ヤ

シ
ナ
フ
ク
一
こ
の
方
が
よ
い
よ
う
に
思
う
。
そ
の
方
が
「
老
人
，
捨
，
云
．
国
」
（
萩

野
本
「
老
，
奔
，
云
国
」
）
と
の
対
応
も
し
っ
く
り
す
る
。
第
九
話
の
「
言
下
程
に

（
鰯
）
の
箇
所
、
竹
岡
氏
や
東
辻
氏
は
「
ネ
ブ
リ
オ
ロ
ス
ホ
ド
一
こ
と
忍
ん
で

お
ら
れ
る
が
、
萩
野
本
で
は
仮
名
書
き
で
「
ネ
フ
リ
ク
タ
ス
程
一
一
」
（
5
8
ウ
3
）

と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
中
島
氏
の
よ
う
に
「
ネ
ブ
リ
ク
ダ
ス
ホ
ド
一
こ
と

訓
む
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
第
九
話
の
「
脆
典
叉
手
侍
」
（
。
り
o
o
1
）
は
従
来
か
ら
重
み
づ
ら
い
箇
所
と
さ
れ
て

い
た
。
い
ず
れ
の
注
釈
書
も
「
典
」
字
を
「
曲
」
字
の
誤
り
と
見
て
、
中
島
氏

「
ピ
ザ
マ
ヅ
キ
カ
ゴ
ミ
手
ヲ
ア
ハ
セ
侍
レ
バ
」
、
竹
岡
氏
「
ピ
ザ
マ
ヅ
キ
カ
ガ
マ

リ
テ
ヲ
ア
ザ
ヘ
テ
ッ
カ
ウ
マ
ツ
ル
」
、
東
辻
氏
「
ピ
ザ
マ
ヅ
キ
カ
ガ
マ
リ
テ
ヲ
ア

ザ
ヘ
テ
ハ
ベ
リ
」
と
訓
ん
で
い
る
。
萩
野
本
で
は
こ
の
箇
所
が
「
膝
，
折
．
合
掌
．

候
」
（
5
8
ウ
6
）
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
見
表
記
は
非
常
に
違
っ
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
が
、
両
者
の
間
に
仮
名
書
き
の
本
文
を
置
い
て
み
る
と
そ
れ
程
か

け
離
れ
た
文
で
も
な
い
。
最
初
の
「
露
量
（
曲
）
」
「
膝
，
折
．
」
の
部
分
で
、
「
曲
」

と
「
折
」
と
に
共
通
の
訓
を
観
智
院
本
名
義
抄
で
探
し
て
み
る
と
「
カ
ゴ
マ
ル
」

と
い
う
訓
が
見
つ
か
る
。
そ
こ
で
こ
の
部
分
は
「
ピ
ザ
ヲ
カ
ガ
メ
テ
」
と
訓
ん

で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
「
叉
手
」
「
合
掌
。
」
は
「
叉
」
と
「
合
」
と
に
共
通
の
訓

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
侍
」
「
候
」
は
「
サ
ブ
ラ
フ
」
と
い
う
訓
を

共
通
に
持
つ
の
で
「
サ
ブ
ラ
フ
」
と
学
ん
で
、
全
体
と
し
て
「
ピ
ザ
ヲ
カ
ガ
メ

テ
テ
ヲ
ア
ザ
ヘ
テ
サ
ブ
ラ
フ
」
と
生
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。　

打
聞
集
の
難
語
句
の
解
釈
に
も
萩
野
本
が
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
第
七
話
の

終
わ
り
近
く
に
次
の
よ
う
な
本
文
が
あ
る
。

　
老
者
共
，
殊
閣
筆
上
中
下
（
3
4
1
）

　
中
島
氏
は
「
『
女
』
は
『
汝
』
か
」
と
言
い
、
竹
岡
氏
は
「
『
男
』
字
脱
字
で

あ
ろ
う
」
と
言
う
。
萩
野
本
で
は
こ
の
箇
所
が

　
老
人
共
男
女
上
中
下
（
6
6
オ
3
）

と
な
っ
て
い
て
、
竹
岡
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
打
聞
集
で
は
何
か
の
理
由
で

「
男
」
字
が
脱
落
し
た
と
考
え
る
の
が
よ
さ
そ
う
だ
。
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う

に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
両
者
の
問
に
存

在
し
た
仮
名
書
き
説
話
集
に
は
「
オ
イ
ヒ
ト
～
モ
ヲ
ト
コ
オ
ム
ナ
カ
ミ
ナ
カ
シ

モ
」
と
あ
っ
た
の
を
、
打
聞
集
書
写
者
は
「
ヲ
ト
コ
」
の
語
頭
の
「
ヲ
」
字
を

助
詞
の
「
を
」
に
取
り
違
え
て
し
ま
っ
た
、
そ
し
て
残
り
の
「
ト
コ
」
を
「
コ

ト
」
と
誤
っ
て
「
殊
」
字
を
当
て
た
、
と
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
推
測
に
す
ぎ

な
い
が
、
仮
名
表
記
を
漢
字
に
改
め
る
際
に
は
、
こ
う
い
う
こ
と
も
十
分
起
こ

り
得
る
の
で
は
な
い
か
。

　
同
じ
七
話
に
仮
名
書
き
で
「
バ
カ
ム
ナ
ウ
」
（
1
1
1
）
と
い
う
語
が
出
て
く
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
注
釈
は
、
中
島
氏
と
竹
岡
氏
に
「
バ
カ
リ
ナ
ウ
」
の
嬢
音
便

と
あ
り
、
東
辻
氏
に
「
バ
カ
モ
ナ
ウ
」
の
嬢
音
便
表
記
と
あ
る
。
東
辻
氏
は
「
ハ

カ
」
の
事
例
と
し
て
後
撰
集
の
「
け
ふ
す
ぎ
ば
し
な
ま
し
も
の
を
ゆ
め
に
て
も

い
っ
こ
を
は
か
と
き
み
が
と
は
ま
し
（
六
四
一
）
」
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
萩
野

本
で
は
「
□
論
．
」
（
6
3
ウ
3
）
と
な
っ
て
お
り
、
「
論
」
の
前
が
一
字
分
空
白
に

な
っ
て
い
る
（
こ
の
部
分
、
ち
ょ
う
ど
改
行
に
当
た
り
、
一
字
分
の
空
白
は
2
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行
目
の
末
尾
に
あ
る
）
。
こ
の
「
論
」
字
を
観
客
院
本
名
義
抄
で
引
く
と
、
「
ハ

カ
リ
コ
ト
」
と
い
う
訓
が
見
つ
か
る
。
空
白
部
分
に
「
無
」
を
補
う
と
す
れ
ば
、

名
義
抄
の
訓
に
従
っ
て
「
バ
カ
リ
ナ
ウ
」
と
訓
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
う

す
る
と
、
打
聞
集
の
「
バ
カ
ム
ナ
ウ
」
も
「
バ
カ
リ
ナ
ウ
」
の
嬢
音
便
表
記
と

考
え
た
方
が
よ
い
よ
う
だ
。

　
第
九
話
に
は
次
の
よ
う
な
部
分
が
あ
る
。

　
　
入
，
ル
物
共
．
書
。
．
（
％
1
）

　
こ
の
「
シ
」
は
諸
注
釈
書
で
強
意
の
助
詞
「
し
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う

も
落
ち
着
か
な
い
本
文
で
あ
る
。
萩
野
本
で
は

　
　
入
タ
ル
物
取
ト
モ
く
，
モ
不
書
．
（
5
9
オ
5
）

と
な
っ
て
い
て
、
文
章
の
続
き
具
合
か
ら
い
え
ば
萩
野
本
の
方
が
通
り
が
よ

い
。
今
昔
で
も
こ
の
部
分
「
入
，
ル
物
取
ル
、
云
へ
、
．
不
蓋
．
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
な
原
本
文
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う

か
。　

　
い
り
た
る
も
の
と
る
と
も
く
つ
き
せ
す

　
打
聞
集
で
は
「
と
る
と
も
く
」
の
「
と
る
」
の
部
分
が
何
ら
か
の
原
因
で

脱
落
し
、
そ
の
す
ぐ
下
の
「
と
も
」
を
す
ぐ
上
の
「
も
の
」
と
く
っ
つ
け
て
「
物

共
」
と
い
う
本
文
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
、
そ
の
結
果
ひ
と
つ
残
さ
れ
た
反
復
符

号
の
「
く
」
を
「
し
」
と
誤
っ
た
の
で
は
な
い
か
つ

　
以
上
の
想
像
が
も
し
当
た
っ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
両
本
の
祖
た
る
仮
名

書
き
説
話
集
は
、
平
仮
名
書
き
を
想
定
し
た
方
が
よ
い
こ
と
に
な
る
。
片
仮
名

の
「
シ
」
で
は
反
復
符
号
と
字
形
が
や
や
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
じ
つ
は
華
氏

の
前
掲
論
文
の
中
に
も
平
仮
名
書
き
を
想
定
し
て
論
を
す
す
め
て
い
る
部
分
が

あ
る
が
、
明
確
に
ど
ち
ら
と
断
言
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
す
で
に
打
聞
集

の
本
文
は
和
文
脈
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
萩
野
本
の
終
り

四
話
も
語
彙
の
面
か
ら
見
る
と
先
に
述
べ
た
よ
う
に
か
な
り
和
文
霊
的
で
あ

る
。
と
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
た
だ
単
に
仮
名
書
き
説
話
集
と
言
っ
て
き
た
が
、

も
う
少
し
範
囲
を
狭
め
て
平
仮
名
書
き
説
話
集
と
言
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な

い
。　

そ
の
他
の
難
語
句
の
箇
所
が
萩
野
本
で
ど
う
な
っ
て
い
る
か
、
次
に
掲
げ
て

み
よ
う
。

　
七
話

　
　
大
臣
ツ
フ
ト
申
ヘ
キ
事
（
0
9
1
）
1
大
臣
ナ
．
，
申
ヘ
キ
事
（
6
3
ウ
ー
）

　
　
ヲ
ホ
キ
テ
食
，
（
4
1
1
）
一
起
．
ア
食
，
ハ
（
6
3
ウ
7
）

　
九
話

　
　
薬
恩
人
ハ
ナ
カ
リ
シ
カ
（
9
7
1
）
1
薬
り
受
ハ
無
カ
リ
．
．
（
5
8
オ
ー
）

　
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
腹
ワ
タ
返
．
逆
．
、
モ
（
別
1
）
－
腹
綿
返
．
迷
ハ
ル
。
ト
モ
（
5
8
オ
8
）

　
　
木
草
モ
ミ
チ
タ
リ
ト
見
□
（
躯
1
）
1
蟹
草
．
臭
モ
枯
夕
，
、
見
．
ル
ハ
（
5
9
オ
2
）

　
難
語
句
の
箇
所
で
は
、
萩
野
本
と
打
聞
集
と
の
本
文
の
異
同
も
自
然
多
く

な
っ
て
い
る
。
そ
う
は
言
っ
て
も
両
者
は
そ
ん
な
に
か
け
離
れ
た
本
文
と
い
う

わ
け
で
も
な
い
。
想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
両
者
の
も
と
と
な
っ
た
平
仮
名
書

き
説
話
集
の
本
文
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
の
出
来
た
過
程
を
た
ど
る
こ
と
も
で

き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
く
ま
で
も
想
像
の
域
を
出
な
い
。
今
後
の
研
究
に

侯
つ
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
　
　
註

（
1
）
森
正
人
「
打
聞
集
本
文
の
成
立
」
（
「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
3
1
　
昭
和
5
7

　
年
）

（
2
）
　
迫
野
比
徳
「
九
州
大
学
萩
野
文
庫
蔵
『
今
昔
物
語
抄
』
に
つ
い
て
」
（
「
国
語
国
文
」

　
5
1
1
4
　
昭
和
5
7
年
置
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（
3
）
打
聞
集
の
本
文
は
次
の
も
の
に
依
っ
た
。
中
島
悦
次
『
打
聞
集
』
（
自
軍
社
　
昭

　
和
総
年
）
　
竹
岡
正
夫
「
『
打
聞
集
』
訓
釈
」
（
「
香
川
大
学
学
芸
学
部
研
究
報
告
」
1
8

　
昭
和
3
9
年
）
　
『
打
聞
集
』
を
読
む
会
『
打
聞
集
研
究
と
本
文
』
（
笠
間
書
院
　
昭
和
4
6

　
年
）
東
辻
保
和
『
打
聞
集
の
研
究
と
総
索
引
』
（
清
文
堂
　
昭
和
5
6
年
）

（
4
）
小
野
望
・
高
山
倫
明
「
『
今
昔
物
語
抄
』
の
表
記
に
つ
い
て
」
（
第
3
3
回
筑
紫
国
語

　
学
談
話
会
発
表
資
料
　
昭
和
5
9
年
5
月
2
6
日
）
に
依
り
、
こ
れ
を
五
十
音
順
に
並
べ

　
か
え
た
。

（
5
）
藤
井
俊
博
「
『
打
聞
集
』
の
仮
名
書
語
彙
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
国
文
学
論
叢
」
3
0
　
昭

　
和
6
0
年
）

（
6
）
　
「
入
．
」
を
ハ
メ
ッ
と
訓
む
こ
と
は
、
竹
岡
正
夫
注
3
論
文
参
照
。

（
7
）
　
黒
部
通
善
「
打
聞
集
所
収
『
道
場
法
師
説
話
』
考
－
付
・
名
古
屋
に
お
け
る
道

　
場
法
師
説
話
一
」
（
『
日
本
文
学
研
究
資
料
叢
書
』
所
収
）

　
　
小
内
「
明
「
打
聞
集
本
文
覚
書
」
（
『
打
聞
集
研
究
と
本
文
』
）

　
　
森
正
人
注
9
1
論
文

（
8
）
打
聞
集
の
「
白
縁
寺
」
が
正
し
く
は
「
白
馬
寺
」
と
あ
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い

　
る
部
分
で
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
す
な
わ
ち
、
「
者
」
を
字
母
と
す
る
平
仮
名
は
、
「
衣
」
を
字
母
と
す
る
平
仮
名
に
誤

　
　
ら
れ
や
す
い
か
ら
、
こ
れ
を
誤
読
し
、
あ
る
い
は
す
で
に
親
本
に
誤
写
さ
れ
て
い

　
　
た
と
す
る
、
さ
ら
に
そ
の
「
え
」
を
撮
音
無
表
記
と
解
し
て
、
「
縁
」
字
が
あ
て
ら

　
　
れ
た
の
で
は
な
い
か
（
傍
点
木
部
）
。

（
9
）
宮
田
裕
行
「
打
聞
集
の
漢
文
訓
読
語
」
（
「
文
学
論
藻
」
2
7
　
昭
和
3
9
年
）

　
　
　
　
同
「
共
通
説
話
の
語
彙
・
語
法
1
1
人
7
昔
物
語
集
と
打
聞
集
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
」
（
「
文
学
論
藻
」
認
　
昭
和
4
3
年
）

（
1
0
）
第
二
回
『
今
昔
物
語
抄
』
読
書
会
（
昭
和
5
7
年
1
0
月
2
日
）
に
於
け
る
高
橋
敬
一

　
氏
の
発
表
に
依
っ
た
。

（
1
1
）
萩
野
本
の
前
半
二
十
五
話
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
文
に
詳
し
い
。

　
　
　
高
橋
敬
｝
「
『
今
昔
物
語
抄
』
の
本
文
研
究
e
－
現
存
『
今
昔
物
語
集
』
諸
本
と

　
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
一
」
（
「
福
岡
女
子
短
大
紀
要
」
2
7
　
昭
和
5
9
）

　
　
　
　
同
　
　
「
『
今
昔
物
語
抄
』
の
本
文
研
究
α
「
異
本
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て

　
1
」
（
「
福
岡
女
子
短
大
紀
要
」
2
9
　
昭
秘
翌
年
〉

（
1
2
）
　
「
マ
ウ
ニ
シ
タ
ル
」
の
意
味
は
未
詳

〔
付
記
〕
本
稿
は
九
州
大
学
付
属
図
書
館
萩
野
文
庫
蔵
『
今
昔
物
語
抄
』
の
共
同
研
究
の

　
一
環
と
し
て
、
第
鉛
回
筑
紫
国
語
学
談
話
会
（
昭
和
5
9
年
3
月
2
4
冒
）
で
口
頭
発
表
し

　
た
も
の
に
大
幅
に
手
を
加
え
て
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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